
 

 

 

 

 
        

 

～令和６年度 めばえ保育園運動会のご案内～ 
 

連日厳しい暑さが続いておりますが、皆様、体調はいかがでしょうか。幼保連携型認定こども園め

ばえ保育園では、運動会を９月２８日（土）に開催予定です。例年の運動会では、１歳児クラスから５歳

児クラスまでの子ども達が参加しておりましたが、今年度は、連日の暑さのため、１歳児・２歳児クラス

の子ども達の参加は急遽中止となりました。３歳児クラスから５歳児クラスの子ども達も、しっかりと

暑さ対策をしながら運動会にのぞみたいと考えております。卒園生や地域の子ども達に参加して頂く

小学生競技につきましては、予定通り行いますが、開始時間が例年よりも早くなる予定ですので、地

域の皆様におかれましては、ご理解・ご周知を頂きますよう宜しくお願い申し上げます。 

  ○幼保連携型認定こども園めばえ保育園 運動会 

   開始予定時間  ：  （園児）９：００    （小学生競技）９：４０   

 

～子育て交流支援センターのご紹介～ 
 

幼保連携型認定こども園めばえ保育園では、毎週土曜日の午前中に子育て交

流支援センターをオープンしております。子育て交流支援センターは、地域で子

育てをされているお父さんお母さん達との交流の場として、どなたでも自由に

ご利用頂けます。また月に１回、イベントを行っております。１０月は、ご利用の皆

様にご好評を頂いております離乳食教室を開催予定です。今後もベビーヨガや

手作りおもちゃの作成イベントなどを行いますので、ご興味のある方は、ぜひ遊びにいらっしゃって下

さい。 
 

          ☆「離乳食教室」（要予約） １０月１９日（土）１０：００予定 

            お問合せ先：０８６－４４４－３６２５（幼保連携型認定こども園めばえ保育園） 

 

 

      ～園児は暑さに負けず楽しく過ごしています♪～ 
 

今年は異例の猛暑で、熱中症警戒アラートの発令

が続き、戸外遊びはもちろん、水遊びもままならな

い日が続いていますが、発令のない日はプールや水

遊びを楽しんでいます。 

１歳児からは、ペットボトルで作った玩具を使っ

て、すくう遊びをしたり、色水・泡遊びなどをしたり

して夏ならではの遊びをしています。４、５歳児は簡

易プールを使ってプール遊びもしています。徐々に

着替えもスムーズになり、ダイナミックに遊ぶことが

できています。室内では、３歳以上児クラスで、５歳

児を中心にテーマ遊びをしています。絵本「ぐりとぐらのかいすいよく」から海の生き物に興味・関心
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 が広がり、海の生き物を調べています。日頃から馴染みのある魚もいれば、新たな発見もあり、大きさ

や特徴、生息区域、食べるものなども調べています。先日はジンベイザメについて調べ、１０～１２メー

トルの大きさがある事を知りました。室内で床にその大きさをテープで貼って示しました。子どもたち

との大きさ比べも始まり、４，５歳児１０人分の大きさになることが分かると驚きの声が聞こえました。 

こうした機会の連続こそが子どもたちの主体的な学びに繋がり、アクティブラーニングの芽生えだ

と感じています。子どもたちの探求する意欲を認めながら、同じ目線で職員も学び、子どもたちが思

い描く水族館の完成を目標に遊びを進めていきたいと思います。 

 

～合同研修視察（８月２４日）in 真庭～ 

人権学習推進委員会主催の研修視察を８月２４日（土）に連島中学校区との合同企画で３１名で実施

しました。視察先は「真庭市蒜山郷土博物館」並びに１９４５年の終戦まで蒜山高原にあった国内最大

規模の軍事演習場「真庭市蒜山原軍事演習場跡地」です。 

実地検分の前に真庭市蒜山郷土博物館で、前原茂雄館長と二人の学芸員からこの地が旧陸軍演習

場になった理由（8,000 ㏊の広大な平地で人家少なく、実弾使用が可等々）や演習の内容（砲撃、空

爆、毒ガス散布、終戦間際の特攻等々）、過酷な兵士の生活（終戦に近づくにつれ窃盗や逃亡、殺人ま

で）、地域の人々の生活（最初は兵に憧れる、軍の土木工事従事、食糧補給等々）について、写真や模

型、現物を通して説明がありました。  

 その後、大型バスで移動しながら広大な地に点在している八束廠舎
し ょ う し ゃ

や川上廠舎の一部（廠舎とは軍

隊が泊まるための施設）、物資や道具を入れる軍用倉庫、戦車を収納したり整備したりした戦車庫、花

崗岩を手掘りした穴を通信施設にした地下壕など一つ一つの遺跡を前原館長が熱心に説明してくだ

さいました。 

戦争を被害者の視点で捉えがちですが、今回は加害者の視点からも考察でき、加害・被害の両方か

ら戦争を捉えることの重要性に気付くことができました。 

 

 

 

 

      令和６年度版「かわらばん」のお知らせ 
①「かわらばん」は、中学校ホームページにアップしています。「連島南中学校

HP」で検索してください。 
②連島南中学校区内の保幼園、小中学校にお子様が在籍するご家庭には、
お子様に持ち帰っていただきます。 

③関係校園館に持ち帰り用を置きます。地域の方はご利用ください。 
  

※記事に関するご質問やご要望は、事務局 連南中「かわらばん係」 
（℡086‐448-4552）へお願いいたします。  

前原館長と戦車庫 蒜山郷土博物館にて 

連島南公民館より 



 


